
１

１ これからの家庭科教育について

２ 各学校において取組が求められること

■ 平成 22 年度の第５学年から新学習指導要領の内容を卒業までに履修できるよう，２年間を見通し，各

内容に適切な時数を配当した指導計画の作成に配慮すること。

・ 知識・技術の習得とともに，創意工夫する能力と実践的な態度の育成を目指した題材の検討

・ 教材研究と教育環境の整備

・ 食育の推進（発達の段階を踏まえた学校教育全体の一貫した取組の推進）

・ 指導と評価の一体化

■ 平成 24 年度の全面実施を円滑に行うため，平成 22 年度入学生から新学習指導要領の内容を卒業まで

に履修できるよう，３年間を見通し，各内容に適切な時数を配当した指導計画の作成に配慮すること。

・ 学習指導要領改訂の理解

・ 知識・技術の習得とともに，工夫し創造する能力と実践的な態度の育成を目指した題材の検討

・ 教材研究と教育環境の整備

・ 食育の推進（発達の段階を踏まえた学校教育全体の一貫した取組の推進）

■ 平成 25 年度入学生からの実施を円滑に行うため，学習指導要領の趣旨を踏まえた教育課程の編成

及び各科目の年間指導計画の作成に配慮すること。

・ 学習指導要領改訂の理解

・ 義務教育段階から高等学校の指導内容への系統的な理解

・ 生徒の興味・関心・意欲を高める題材の工夫

・ 思考力・判断力・表現力を高めるための指導方法の研究

３ 家庭科，技術・家庭科（家庭分野）における言語活動の充実

家庭，技術・家庭（家庭分野）

○ 自己と家庭，家庭と社会とのつながりを重視し，生涯の見通しをもって，よりよい生活を送るた

めの能力と実践的な態度を育成する。

○ 家族と家庭に関する教育と子育て理解のための体験や高齢者との交流，食育，消費の在り方，資

源や環境に配慮したライフスタイルの確立を目指す指導を充実する。

○ 体験から，知識と技術などを獲得し，基本的な概念などの理解を深め，実際に活用する能力と態

度を育成するために，実践的・体験的な学習活動をより一層重視する。また，知識と技術などを活

用して，学習や実際の生活において課題を発見し解決できる能力を育成するために，問題解決的な

学習をより一層充実する。

○ 学校における学習と家庭や社会における実践との結び付きに留意する。

・ 衣食住など生活の中の様々な言葉を実感を伴って理解する学習活動や，自分の生活における課

題を解決するために，言葉や図表などを用いて生活をよりよくする方法を考えたり，説明したり

するなどの学習活動を充実させる。（小学校）

・ 衣食住やものづくりなどに関する実習等の結果を整理し考察する学習活動や，生活における課

題を解決するために言葉や図表，概念などを用いて考えたり，説明したりするなどの学習活動を

充実させる。（中学校）

・ 子どもや高齢者など様々な人々と触れ合い，他者とかかわる力を高める活動，衣食住などの生

活における様々な事象を言葉や概念などを用いて考察する活動，判断が必要な場面を設けて理由

や根拠を論述したり適切な解決方法を探究したりする活動などを充実させる。（高等学校）

小学校

中学校

高等学校



「言語活動の充実」に関する指導資料 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

□ 学年  第５学年 

□ 題材名 めざせ！片付け名人     

□ 本時の目標  雑然とした文房具の状態を見直し，使いやすさを考え，自分なりに整理・整頓を工夫する

ことができる。 

□ 学習の流れ（１時間目／全４時間） 《３時間目は家庭での実践の計画 ４時間目は実践後の交流会》 

学習活動 指導上の留意事項 
評価規準〔観点〕

（評価方法） 

 

１ 整理・整頓について課題意識をも

つ。 

 

 

２ 班ごとに文房具の整理・整頓の仕

方を話し合う。    

○ 学習のめあての確認 

 

 

 

 

 

３ 班ごとに文房具の整理・整頓を行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 整理・整頓後の文房具紹介コーナ

ー時間をつくり，他の班の整理・

整頓の工夫を知る。 

 

５ 多くの班が行っていた工夫や特

定の班だけが行った工夫などを出

し合い，そこから整理・整頓のよさ

をまとめる。 

 

 

６ 次時への課題をもつ。 

・家族が一緒に使う，収納ボックスの中にあるトレーの設定に

する。散乱した文房具を見て感じたことを自由に発言させる。 

散らかっていて使いにくそう。必要な物を探すのが大変。見た目も悪

く気持ちよく過ごせない感じがする。 
・なぜ散らかるのか原因を考えさせる。 

使ったものを元に戻さない。誰かが片付けると思ってそのままにして

ある。忙しいからできない。 
・使いやすくするためには，どのような工夫をしたらよいか自

分の考えをもたせた上で，班ごとに活動させる。工夫のポイ

ントを板書する。 

同じ種類の物をまとめよう。しまう位置を決めておこう。 

 

・文房具を実際に整理・整頓させる中で，いろいろな整理・整

頓の工夫を見出せるようにする。 

・班員で話し合い工夫しながら整理・整頓を進める時，活動し

ない児童がいないよう「意見をまとめる」，「メモを取る」，「意

見をもとに整理する」等の役割分担をさせる。 

◇ここで，不要になったトレー，筒，箱，紐等を事前に準備し

ておき使用してよいことを知らせる。また，トレーの出し入

れを試せるよう，収納ボックスを置いておく。 

 

・整理，整頓を行う前に考えた工夫や，新たな工夫を発見した

ことについて各班でまとめさせる。また，なぜそのように工

夫したのか理由と一緒に他の班に紹介させる。 

 

・紹介コーナーでメモしたことをもとに，自分たちの班と他の

班との共通点・相違点を明らかにしながら，整理・整頓の工

夫とそのよさをまとめられるようにする。 

 

・まとめで児童が気付いてない視点については，活動の様子や

片付けた文房具を例に示して説明する。 

 

・次時は，共有スペースである図工室をみんなで整理・整頓す

ることを知らせる。 

・みんなが使いやすくするための工夫について，家族や周りの

人に聞き取りをしたり，整理・整頓に必要だと思うものを持

ってきたりして，アイディアを持ち寄るようにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・雑然とした文房具の

状態を見直し，使い

やすさを目指して

考え，自分なりに整

理・整頓を工夫して

いる。〔生活を創意

工夫する能力〕（行

動観察・発言・ワー

クシートの記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   体験して気付いた方法 
鉛筆が散らからないように，筒を使って鉛筆を

立てた。 
メモはよく使うので，取りやすいように手前の

方に置き，しきりをつけた。 
何がどこにあるか分かるように重ならないよう

に入れる。 
たくさん物があるとゆとりがないので，使う物

だけを残し，取り出しやすくする。 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小学校      の事例 

                           
 

 
 
○ 今回の改訂では，言葉や図表，概念などを用いて，自分の課題に基づき生活をよりよくする方法を考え，

実習など実践的・体験的な活動をしたことについて説明したり，話し合ったりするなどの学習活動を充実す

るよう配慮することが求められています。 
○ 本時の学習活動２では，実践的・体験的な活動前に解決方法を考えさせることで考える視点を与えます。

また，学習活動４では，整理・整頓しながら考えた工夫について理由をつけて発表させることで，なぜそう

するのかということに気付かせます。まとめでは，今回の実践的・体験的な活動で身に付けた技能を日常的

な家庭生活で活用できる力に変えていきます。 

■ 本時では，的確に思考，判断，表現できるように体験の目的を明確にするための時間をつくります。

活動する前に，なぜ整理整頓をするのか，なぜいつも雑然としているのかなど，問題点や原因に気付

かせ，その解決方法や工夫を考えさせた上で整理・整頓をさせています。 

実践的・体験的な活動の前に，問題点や解決方法について考えさせる 

新学習指導要領では 

生活をよりよくする方法を考えたり，説明したりするなどの学習活動を充実させることを重視

この学習で身に付けた基本的な技能を活用させるため，一般化させる 

■ 体験して気付いた方法を出し合っただけで，学習を終えるのではなく，どのような物，どのような

場所でも活用できる整理・整頓の技能を考えさせ，次時の実践において技能を活用できるようにまと

めさせることが大切です。 

－めざせ！片付け名人－ 
整理・整とんのコツを考えよう！ 

   

〔片付け名人の技 ５つのポイント〕 
☆何がどこにあるか分かるように箱な

どに中身を書いておく。 
☆よく使うものは，すぐ取り出せるよ

うに取り出しやすい場所に置く。 
☆種類別，大きさ・形別に分ける。 
☆物が混在しないように，仕切りなど

を付ける。 
☆空間を有効に利用する。 

 
児童にとって身

近な題材を取り

上げると学習に

意欲的に取り組

めます。 

 
散らかっている状態を見
たときの，様々な人の思
いに触れさせることによ
り，整理・整頓の必要性
に気付かせます。 

 
なぜこのような状態
になるのかを考える
ことにより解決の糸
口にします。 

 
問題点を解決するために，どの
ように工夫するのかという目
標を設定させて整理・整頓をさ
せます。 

課題の提示 感じたことを出し合う  原因追求 解決方法を考える 

  

体験後 話合い後 

感想は・・・ 
・使いにくそう。 
・見た目が悪い。 

原因は・・・ 
・使った物を元に戻さない。 
・忙しくて片付けられない。 

まず，個人で考えさます。その後，付

箋を使って，個人の意見を班で整理さ

せます。考える過程を大切にします。 

話 合 い
で 整 理
する 

 
○ 整理・整頓の仕方を考え，身の回りを快適に整えるために工夫す

ることができる。  

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力の育成 

指導のポイント 

言
語
活
動
の
充
実

言
語
活
動
の
充
実



「言語活動の充実」に関する指導資料 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 学年  第２学年 

□ 題材名 これからの食生活    

□ 本時の目標 自分の食事内容をよりよくするために，自分なりに改善した献立を再検討し，さらに工夫し

て改善を加えることができる。 

□ 学習の流れ（３時間目／全４時間） 

学習活動 指導上の留意事項 
評価規準〔観点〕

（評価方法） 

１ 前時までの学習を振り返
る。 

 ○ ワークシートの記入内容
を確認する。 

 
２ 本時の内容を確認する。 
 

３ 班内で自分なりに改善した

献立を説明し合う。 

○ 説明のポイントをワーク

シートで確認する。 

 

 

 

 

４ 互いの献立を評価する。 

 ○ 評価する観点を確認す

る。 

 ○ ワークシート（改善した

献立）を見たり，説明を聞

いたりして，評価やアドバ

イスを相互評価用紙に記入

し，説明する。 

 

５ 改善した献立の見直しをす

る。 

 ○ 相互評価用紙を参考に見

直しを行う。 

 

６ 本時のまとめと次時の確認

をする。 

・「自分の食事調べ」から課題（問題点）の発見，改善方

法，改善した献立，家族から聞いてきた意見などがワ

ークシートで整理できているか確認させる。 

 

  

 

 

・改善の根拠を明らかにして，順序立てて相手に伝える 

ことを指示する。ワークシートや自分の調べた資料を 

使い説明させる。 

◆「自分の食事調べ」から気付いた問題点 

 

◆献立作成に向けての目標設定 

 

◆課題（問題点）解決のための改善点（家族の意見も含めて） 

 

・相互評価用紙に記入することを確認する。発表により 

これまでの既習事項を含め，献立に必要な観点を確認

する。観点に添って話合いをさせる。 
【観点】 

・中学生の１日に必要な食品群別摂取量のめやすを満たす計画に 

になっているか。 

 ・栄養のバランスを考えた食品の組み合わせを工夫しているか。 

 ・主食，主菜，副菜，主食の組み合わせになっているか。 

 ・旬の食材や地域の食材を取り入れているか。 

 ・その他〔家族の好み，色取り など〕 

 

・他の生徒からの相互評価や意見メモを整理・検討し， 

家庭で実践できるように変更や付け加えなどを行わ 

せる。 

・本時の目標が達成できているか評価させる。 

・家庭実践の手順（家族に相談→実践→評価・反省→ 

次の課題）を確認し，次時に実践報告会を行うことを 

伝える。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分なりに改善

した献立を説明

し，相互評価に

より実践に向け

ての献立の再検

討し，さらに工

夫して改善する

ことができる。

〔生活を工夫し

創造する能力〕

（ワークシー

ト，相互評価表）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【グループにおける話合いの例】 
 司会：話合いの目的は，「自分なりに考えた献立をみんなで意見を出し合い再検討し，よりよい献立にするこ 

とです。それでは，一つ目の観点である 1 日に必要な食品群別摂取量は達成されているかどうかについ 
て確認します。みなさん達成されていますか？それでは，二つ目の観点である栄養のバランスについて 
検討していきたいと思います。まず，○○さんの献立についてどうですか？ 

 Ｂ  ：○さんの献立は，無機質の中でも鉄分は十分ですが，カルシウムが不足しているのではないかと思いま
す。大根のすりおろしなどにしらす干しを入れたり，昼食に牛乳を 1 本入れたりするとよくなると思い
ます。 

■ 生徒に，話合いの目的「自分なりに考えた献立を再検討し，よりよく改善すること」 
を明確にもたせ，観点ごとに献立の良さを評価したり，アドバイスを伝えたりするよう 

にします。観点は教科のねらいを達成するものであることに留意しましょう。 

 考えや意見を出し合い，思考を深めるための話合いを設定する 

中学校         の事例 

 
 
 
 
○ 各分野の指導において配慮することの一つとして，生活における課題を解決するために言葉や図表，概 

念などを用いて考えたり，説明したりするなどの学習活動を充実することが示されています。 
○ 本時の学習活動３では，解決の根拠を示したワークシートや資料を使い説明します。また，学習活動４

では，新たな情報や知識，献立をさらによくするための示唆を得ることができます。このような指導を
充実させることで，課題に対して様々な角度から考える思考力，考えたことを基に解決を図る判断力，
判断した結果を的確に創造的に表すことのできる表現力がはぐくまれます。 

新学習指導要領では 

言葉や図表などを用いて生活をよりよくする方法を考えたり，説明したりするなどの学習

活動を充実させることを重視 

 

実践に向けて，献立の再検討をしよう。〔相互評価をする。〕 

  

 考えの根拠を整理できるワークシートを作成し，書く活動を取り入れる 

■  自分の献立の何が問題なのか分析させ，どのように検討し，何を根拠として考えたのか書いて整理さ

せます。また，解決する過程で使用した資料は，図表などを用いて分かりやすくまとめさせ，蓄積させ

ておきましょう。 

工夫 
話し合う時に，「献立について話し合いましょう」と
いうだけの指示になり，気付いたことを出し合うだけ
の話合い活動に終わることがあった。 

 

④ 
問題点 

目標 

献立名〔   〕 

改善したこと 

朝 昼 夜 

家族と相談 

 

③ 

食生活ステップアップ作戦
（ ）組（ ）番（      ）

④実践を交流 

しよう 

③友達と一緒に 

考えてみよう 

②よりよい献立 

を考えてみよう 

①自分の食生活

を見直そう！ 

○ 友達の意見を聞いて 
改善すること 

①② 

実践した献立 

朝 昼 夜 

評価・改善

家族から 

友達から 

先生から 

 

新しい発見！ 

本時 

 
生活に 
生かす 

 生活に生かす 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

話合いの「目的」と「観点」を，話
し合う前に生徒に伝えて始める。 

 
○ 食生活の問題点を改善するために献立を工夫することができる。 

思考力，判断力の

育成 

設定した言語活動を通して育てたい力 

指導のポイント 

言
語
活
動
の
充
実



「「「「言語活動言語活動言語活動言語活動のののの充実充実充実充実」」」」にににに関関関関するするするする指導資料指導資料指導資料指導資料    

〔例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 科 目   家庭総合 

□ 学 年   第１学年 

□ 単元名   子どもの発達と生活 

□ 本時の目標 保育体験実習での子どもとのかかわりを基に，幼児期における発達プロセスを考え，子

どもを育てる側からの自分の考えをまとめることができる。 

□ 学習の流れ  （４時間目／全６時間） 

学習活動 指導上の留意事項 評価規準（評価方法） 

 

１ 本時の学習内容を確認す

る。 

○ 保育体験実習を行った保育

所の年齢別クラスの特徴につ

いて，各班のまとめを簡潔に

紹介する。 

 

 

２ 班内で，保育体験実習を担

当した子どもとの対応で「困

ったこと」「嬉しかったこと

（感心したこと）」を話し合

い，整理する。 

 

 ○ 教師が用意した，発表用模造

紙の表に整理する。 

 

 ○ 表に整理した内容を基に，子

どもを育てる側から考え，それ

ぞれの具体的な手立てについ

てまとめる。 

 

３ 各班のまとめを発表する。 

 ○ 1 歳児のクラスを担当した

班から順に，聞き手に分かりや

すく発表する。 

 ○ ２～３人が全体で説明する。 

 

 

４ 本時のまとめと次時の予

告。 

 ○ 本時の学習を振り返り，次時

までの課題を確認する。 

 

・保育体験実習の気付き・感想の中から，

自分が特に取りあげたい内容について

発表するよう，前時に指示しておく。 

 

・生徒が提出した「保育実習の記録」を

まとめたワークシートを提示する。 

 

 

・保育体験実習の各クラスでの様子を写

真で提示し，子どもたちの様子を思い

起こさせる。 

 

・子どもとの対応で「困ったこと」を解

決するためには「何が問題なのか？」

「子どもを育てる側から自分はどのよ

うに行動したらよいのか？」また，「嬉

しかったこと（感心したこと）」につい

ては「なぜ子どもはできたのだろう？」

「さらに伸びるために何が必要だろう

か？」を真剣に考えさせる。 

 

 

・自分にはない見方，考え方があれば，

記録をさせる。 

 

・発表後に，幼児期の発達プロセスと保

育のキーワードを提示する。 

 

 

・本時の学習目標に対する取組状況を評

価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼児期における発達プロセス

を考え，保育体験実習での子

どもとのかかわりを基に，子

どもを育てる側からの自分の

考えを他者へ伝え，意見を共

有し，発表することができる。 

〔思考・判断・表現〕 

（行動観察，発言，ワークシ

ートの記述） 

 

高等学校高等学校高等学校高等学校                        のののの事例事例事例事例    

 

    

    

 ■ 学習活動２の「保育体験実習」などの漠然とした感想について，生徒は，「楽しかった」「可愛

いかった」などといった印象や自分の立場からの感想によるものとなりやすく，教師のねらいを達

成できないこともあります。 

そこで，教師は事前に生徒の気付きや感想を整理し，話合い活動での問いを工夫し，「「「「何何何何がががが問題問題問題問題

かかかか？？？？」「」「」「」「自分自分自分自分はどうするかはどうするかはどうするかはどうするか？？？？」「」「」「」「子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる側側側側からどのようにからどのようにからどのようにからどのように行動行動行動行動したらよいかしたらよいかしたらよいかしたらよいか？？？？」」」」という考

える視点を具体的に示してみるとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ひとりで考える場面と仲間で考えを 

出し合い聞き合う場面の両方を螺旋系に 

つなげ，そこで発見したり共有したりす 

ることが次のステップで生かせるととも 

に，考える楽しさや手ごたえのあるワー 

クシートを活用しましょう。 

 

 

    

○ 今回の改訂では，「各学科に共通する各教科 家庭」の内容の取扱いに当たっては，「子どもや高齢者など

様様様様々々々々なななな人人人人々々々々とととと触触触触れれれれ合合合合いいいい，，，，他者他者他者他者とかかわるとかかわるとかかわるとかかわる力力力力をををを高高高高めるめるめるめる活動活動活動活動，衣食住などの生活生活生活生活におけるにおけるにおけるにおける様様様様々々々々なななな事象事象事象事象をををを言葉言葉言葉言葉やややや

概念概念概念概念などをなどをなどをなどを用用用用いていていていて考察考察考察考察するするするする活動活動活動活動，判断が必要な場面を設けて理由理由理由理由やややや根拠根拠根拠根拠をををを論述論述論述論述したりしたりしたりしたり適切適切適切適切なななな解決方法解決方法解決方法解決方法をををを探探探探

究究究究したりするしたりするしたりするしたりする活動活動活動活動などを充実すること。」が示されています。 

○ 本事例では，保育体験学習保育体験学習保育体験学習保育体験学習でのでのでのでの子子子子どもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりを通通通通じてじてじてじて，自分の考えをまとめ，話し合い，発表さ

せます。他者他者他者他者とのとのとのとの対話対話対話対話をををを通通通通してしてしてして考考考考えをえをえをえを明確明確明確明確にしにしにしにし，，，，自己自己自己自己をををを表現表現表現表現しししし，，，，あるいはあるいはあるいはあるいは他者他者他者他者をををを理解理解理解理解しししし，，，，他者他者他者他者とととと意見意見意見意見をををを共共共共

有有有有しししし，，，，互互互互いのいのいのいの考考考考えをえをえをえを深深深深めめめめたりするたりするたりするたりする力力力力を育成することができます。 

新学習指導要領では 

実践的実践的実践的実践的・・・・体験的体験的体験的体験的なななな活動活動活動活動でででで，，，，人人人人々々々々とととと触触触触れれれれ合合合合いいいい，，，，他者他者他者他者とかかわることをとかかわることをとかかわることをとかかわることを重視重視重視重視    

題材構成題材構成題材構成題材構成のののの工夫工夫工夫工夫をするをするをするをする 

工夫工夫工夫工夫    

    深深深深くくくく考考考考ええええ，，，，探求探求探求探求するするするする楽楽楽楽しさやしさやしさやしさや手手手手ごたえのあるごたえのあるごたえのあるごたえのあるワークシートワークシートワークシートワークシートをををを活用活用活用活用するするするする 

「保育体験実習の感想を発表し

ましょう。」「幼児期の特徴につい

て考えましょう。」 

 

子どもとの対応で，「困ったこと」を解決するためには「何が問題なのか？」「自分はどのように行

動したらよいのか？」を具体的に話し合い，また，「嬉しかったこと（感心したこと）」を挙げて，「な

ぜ子どもはできたのだろう？」「さらに伸びるために何が必要だろうか？」について，子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てててて

るるるる側側側側から真剣に考えましょう。 

「楽しかった」「素直で可愛かった」「子どもたちは常に

動き回っていた」「最初はどうしたらよいかとまどった」

「一度に質問されて困った」… 

１ 子どもとの対応で困ったことは何か。 →〔     

２ 子どもの気持ちを考えてみよう。   →〔      

３ なぜ困ったのか？          →〔            

４ どのように行動したらよいのか？   →〔      

･･････ 

 

○○○○    保育体験実習保育体験実習保育体験実習保育体験実習でのでのでのでの子子子子どもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりをどもとのかかわりを通通通通じてじてじてじて，，，，子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てててて

るるるる側側側側からのからのからのからの自分自分自分自分のののの考考考考えをまとめえをまとめえをまとめえをまとめ，，，，発表発表発表発表することができるすることができるすることができるすることができる。。。。        

設定した言語活動を通して育てたい力 

思考力思考力思考力思考力，，，，表現力表現力表現力表現力    

のののの育成育成育成育成 

 

 

言
語
活
動
の
充
実
 

指導指導指導指導ののののポイントポイントポイントポイント    


